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子ども・子育て支援事業の見込みと確保方策 
 

１ 児童人口の推計 

 
計画期間（Ｒ５～Ｒ６）各年度における年齢別推計児童数を下記の通り修正します。 

 

(１)推計児童数（0～11 歳） 

  Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

当初推計値 1,956 1,860 1,766 1,705 1,601 1,512 

R4 までの実績+R5 以降の推計 1,956 1,881 1,779 1,713 1,667 1,575 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コーホート変化率による推計 

※コーホート変化率とは、各「コーホート（同年出生集団）」の過去における実績人口の動勢から「変化

率」を求め、それに基づき将来人口を推計する方法。 

当初の推計では、平成 27 年からＲ１まで５年間の各 11 月末時点の年齢別・男女別の住民基本台帳人口

をもとに、コーホート変化率法によりＲ２からＲ６までの児童人口（0～11 歳）を推計しました。 

※今回の推計では、Ｒ３とＲ４の 2 年間の各 10 月末時点の年齢別・男女別の住民基本台帳人口をもとに、

コーホート変化率法によりＲ５とＲ６までの児童人口（0～11 歳）を推計しました。 
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(２)地域別推計児童数（0 歳） 

■大宇陀区域 

  Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

当初推計値 15 15 14 13 13 

R4 までの実績+R5 以降の推計 21 13 13 12 12 

 

■菟田野区域 

  Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

当初推計値 17 16 16 15 14 

R4 までの実績+R5 以降の推計 11 13 25 18 17 

 

■榛原区域 

  Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

当初推計値 61 58 56 52 50 

R4 までの実績+R5 以降の推計 63 41 34 34 33 

 

■室生区域 

  Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

当初推計値 5 5 5 4 4 

R4 までの実績+R5 以降の推計 5 11 8 8 8 

 

※今回の推計では、Ｒ３からＲ４の 2 年間の各 10 月末時点の年齢別・男女別の住民基本台帳人口をもと

に、コーホート変化率法によりＲ５とＲ６までの児童人口（0 歳）を推計しました。 

 人数は、出生数＋転入者も含みます。 
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２ 幼児期の教育・保育給付事業・サービス量の見込み及び提供体制 

 

 (１)保育所（園）・幼稚園・認定こども園の状況 

Ｒ４の市内こども園（保育認定）・保育所は、5か所、定員数は 485 人です。しらゆり保育園がＲ４年

4 月から 30 人定員を増やし定員 180 人になりました。こども園（保育認定）・保育所の入所者数は、合

計 360 人です。こども園（教育認定）・幼稚園については、幼稚園 2 園、認定こども園 3 園、幼稚園の

定員 155 人に対し園児数は 87人、認定こども園は定員数 115 人に対し園児数は 59 人です。 

また、全体計画値による入所者数は、保育認定の実績は見込みを上回っており、教育認定の実績は見

込みどおりとなっています。  

 

■保育所（園）、幼稚園、認定こども園の定員及び入所者数         【単位：人】 

資料：こども園は教育認定と保育認定で別々に計上（各年 4 月１日） 幼稚園は学校基本調査（各年 5 月 1 日） 

 

 

  R1 R2 R3 R4 R5 R6 

保育所 

公立 

菟田野保育所 
定員数 130      

入所者数 33      

榛原北保育園 
定員数 100 100 100 100 100 100 

入所者数 92 89 94 87 ― ― 

私立 しらゆり保育園 
定員数 150 150 150 180 180 180 

入所者数 140 139 131 128 ― ― 

こども園 

（保育認定） 
公立 

大宇陀こども園 
定員数 90 90 90 90 90 90 

入所者数 79 83 81 65 ― ― 

室生こども園 
定員数 60 60 60 60 60 60 

入所者数 40 43 41 41 ― ― 

菟田野こども園 
定員数  55 55 55 55 55 

入所者数  37 37 39 ― ― 

こども園 

(教育認定) 

 

幼稚園 

公立 

大宇陀こども園 
定員数 70 70 70 70 70 70 

入所者数 65 43 33 24 ― ― 

室生こども園 
定員数 30 30 30 30 30 30 

入所者数 14 15 15 10 ― ― 

菟田野こども園 
定員数  15 15 15 15 15 

入所者数  13 25 25 ― ― 

榛原幼稚園 
定員数 70 70 70 70 70 70 

入所者数 64 81 63 55 ― ― 

榛原東幼稚園 
定員数 85 85 85 85 85 85 

入所者数 53 46 38 32 ― ― 
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(２) 教育・保育提供体制の見込に対する実績及び状況について 

※今回の推計では、Ｒ３からＲ４の 2 年間の各３月末時点の入所者をもとに、Ｒ５とＲ６までの見込み数を推計しま

した。Ｒ２～Ｒ３→年度末の人数、Ｒ４の人数は→１０月末の人数 

 

■大宇陀区域 
平成 27 年度に開設した大宇陀こども園にて未就学児の教育・保育を提供いたします。 

 
■菟田野区域 
令和２年９月に新設開園した菟田野こども園にて未就学児の教育・保育を提供いたします。 

 
■榛原区域 
榛原幼稚園と榛原東幼稚園にて幼児教育を提供し、榛原北保育園と私立しらゆり保育園にて、保育を提

供致します。今後、幼保連携型認定こども園の設置に向けての検討・整備が求められます。 

 

■室生区域 
平成 27 年度に開設した室生こども園にて未就学児の教育・保育を提供いたします。 

 単位：人 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

1 号 3～5 歳 教育認定 36 32 23 26 25 

2 号 3～5 歳 

保育認定 

61 56 47 45 44 

3 号 
0 歳 4 6 2 3 3 

1～2 歳 11 21 20 13 14 

合計 112 115 92 87 86 

 単位：人 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

1 号 3～5 歳 教育認定 18 23 26 24 23 

2 号 3～5 歳 

保育認定 

40 34 35 40 43 

3 号 
0 歳 5 2 3 3 3 

1～2 歳 9 13 11 6 3 

合計 72 72 75 73 72 

 単位：人 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

1 号 3～5 歳 教育認定 132 100 87 88 86 

2 号 3～5 歳 

保育認定 

178 152 146 127 124 

3 号 
0 歳 18 18 11 16 15 

1～2 歳 36 70 59 48 46 

合計 364 340 303 279 271 

 単位：人 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

1 号 3～5 歳 教育認定 13 13 10 10 10 

2 号 3～5 歳 

保育認定 

36 38 28 24 24 

3 号 
0 歳 2 1 3 2 2 

1～2 歳 8 11 7 11 10 

合計 59 63 48 47 46 
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■市全域 
各地域のこども園と今後整備を予定する「榛原こども園」及び私立保育園にて未就学児の教育・保育を

提供いたします。 

 
■全体計画値による入所者数                           

 

 

３ 子育て支援１３事業の利用実績等状況について 

 

（１）利用者支援事業 

子ども及びその保護者が、情報提供・相談支援等に加えて、予防的な効果も期待されることから、

各地域に 1か所相談窓口の設置を目指します。       

Ｒ２年度から、子育て支援センターすくすく（菟田野）、認定こども園（大宇陀・室生・菟田野）の 4 箇

所と中央保健センターにおいて実施しています。榛原地域は、就学前施設(認定こども園)が未整備のため

未設置となっています。相談業務については、宇陀市役所で行っています。 

令和３年１１月から、市役所こども未来課内に「子ども家庭総合支援事業拠点」を設置し、全ての子ど

も及びその家庭、妊産婦等に対し、必要な支援を行っています。 

 

 

 単位：人 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

1 号 3～5 歳 教育認定 199 168 146 148 144 

2 号 3～5 歳 

保育認定 

315 280 256 236 235 

3 号 
0 歳 29 27 19 24 23 

1～2 歳 64 115 97 78 73 

合計 607 590 518 486 475 

  Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

見込み 
保育認定 415 387 354 338 331 

教育認定 186 169 150 148 144 

実 績 
保育認定 408 422 372 － － 

教育認定 199 168 146 － － 

計 
見込み 601 556 504 486 475 

実績 607 590 518 － － 

  R1 R2 R3 R4 R5 R6 

見込み 箇所数 ４ ５ ５ ５ ５ ５ 

実績 箇所数 ３ ５ ５ - - - 
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（２）延長保育事業 

保護者の勤務時間や通勤時間の都合で、保育標準時間を超えて継続的に保育が必要な場合や、急な

残業等で一時的に保育時間の延長が必要な場合に利用するものです。現状、公立保育施設では事業を

実施しておらず、私立保育園１園のみで実施しています。ファミリー・サポート・センター事業の利

用は新型コロナウイルス感染症対策の影響で 0 人でした。 

※延長保育とは、保育標準時間（7：30～18：30）を超える、7：00～7：30 と 18：30～19：30 の保育をいいます。 

 

（３）放課後児童健全育成事業 

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学校 1年生から 6年生までの児童が、学童保育室を利用す

るものです。             

資料:実績児童数は 3月 31 日時点の数値 （ ）は、４月１日現在の数値 
 

令和３年度に、待機児童をなくすため（大宇陀小学校定員 40 人→60 人、榛原小学校定員 70 人

→80 人 計 255 人→285 人）に拡大しています。保護者の働き方や家族構成の変化から、入室希望者

は、増加傾向となっています。 

 
 

（４）子育て短期支援事業（ショートステイ） 

保護者が疾病等で児童の養育が一時的に困難となった場合に、施設で児童を保護・養育するもので

す。県内児童福祉施設と委託契約により、受け入れ体制を整備しています。養育が一時的に困難とな

った場合のニーズにも対応可能となっています 

※現在県内 7 箇所の施設と契約を締結しています。 

単位：人 R1 R2 R3 R4 R5 R6 提供施設 確保の方策 

利用人数 
見込み 105 73 69 63 58 56 私立保育

園で対応 

私立保育園及びファミリ

ー・サポート・センター事

業にて対応 実績 42 55 38 - - - 

 単位：人 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

在籍児童数 
見込み 208 218 210 212 240(250) 245(250) 

実績 210(238) 209(246) 208(233) 238(250) ― ― 

箇所数 
見込み 7 7 7 7 7 7 

実績 7 7 7     7 ― ― 

 単位：件 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

見込み 利用人数 0 8 8 7 7 7 

実績 利用人数 0 0 0 ― ― ― 
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（５）地域子育て支援拠点事業 

子育ての不安感、負担感を軽減するため、乳幼児とその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、

子育てについての相談、情報の提供、助言その他の援助を行う事業です。 

子育て支援センターすくすく（菟田野）、認定こども園 3園（大宇陀・菟田野・室生）の 4か所で

実施しており、榛原地域における就学前施設の整備については現在検討段階です。Ｒ３は、新型コロ

ナウイルス感染症対策の影響と出生数の減少に伴い、見込み数を下回りました。 

 

（６）一時預かり事業（1 号認定対象） 

通常の幼稚園教育時間の開始前や終了後、夏休みなどの幼稚園休業日に園児を預かる事業です。 

大宇陀・室生・菟田野こども園、榛原・榛原東幼稚園、の 5 園で幼児教育在園児を対象とした一時

預かりとなります。Ｒ３は、新型コロナウイルス感染症対策の影響と出生数の減少に伴い、見込み数

を下回りました。 

 

（７）一時預かり事業（未就園児等）、短期支援事業（トワイライトステイ）等 

保護者が冠婚葬祭や育児疲れなどの理由により、家庭での保育が一時的に困難となった子どもにつ

いて、主として昼間、こども園等で一時的に預かる事業を一時預かり事業といいます。 

大宇陀・室生・菟田野の各こども園、榛原北保育園、しらゆり保育園で未就園児及び幼児教育の園

児を対象とした一時預かりとなります。Ｒ３は、新型コロナウイルス感染症対策の影響と出生数の減

少に伴い、見込み数を下回りました。ファミリーサポート事業の利用人数はありませんでした。 

 単位：人、箇所 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

利用人数 
見込み 1,783 2,417 2,348 2,263 2,140 2,047 

実績 2,235 1,337 1,230 ― ― ― 

設置箇所 
見込み 3 4 4 4 4 4 

実績 3 4 4 ― ― ― 

 単位：人 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

利用人数 
見込み 5,656 4,679 4,264 3,797 3,434 3,351 

実績 5,384 3,022 3,635 ― ― ― 

 単位：人 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

利用人数 
見込み 1,681 1,475 1,353 1,217 1,107 1,070 

実績 1,109 784 805 ― ― ― 

（内訳）一時預かり(未就園児) 833 779 805 ― ― ― 

（内訳）ファミサポ(未就学児) 276 5 0 ― ― ― 

（内訳）トワイライトステイ 0 0 0 ― ― ― 

-7-



 
 

（８）病児・病後児保育事業、子育て援助活動支援事業（病児・緊急対応強化事業） 

子どもが病気又は病気の回復期にあり、保育所等が利用できず、保護者も就労等で保育できない場

合に利用するものです。 

平成 27 年 4 月より病後児保育室「りすぐみ」（大宇陀こども園）を開設しています。Ｒ３の利用人数

は新型コロナウイルス感染症対策の影響で 0 人でした。令和元年からＲ３にかけて、見込み値とは大き

く乖離が見られます。 

 

（９）妊婦に対する健康診査 

母子保健法第 13 条に基づき、妊婦及び胎児に影響を与える疾病の早期発見や生活習慣の見直しや

改善により、疾病予防と健康増進を図ることを目的として健康診査の費用の一部を助成する事業です。 

 

本市では、上限を 97,500 円として、妊娠中に受診する 14 回の妊婦健康診査受診料を補助します。

Ｒ３の実績はほぼ見込み通りとなっています。又、Ｒ３からは、上限が 100,000 円に変更になりまし

た。 

 

（10）乳児家庭全戸訪問事業、養育支援訪問事業等 

生後４か月までの乳児がいるすべての家庭を訪問し、乳児及びその保護者の心身の状況ならびに養

育環境の把握を行い、子育てに関する情報提供を行うとともに、支援が必要な家庭に対して適切なサ

ービスの提供に結びつける事業です。本市では、「こんにちは赤ちゃん訪問事業」という名称で実施

しています。                                  

対象出生数の減少に伴い訪問件数の見込み数を下回りました。 

 

 単位：人 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

利用人数 
見込み 20 17 16 15 13 13 

実績 3 1 0 ― ― ― 

箇所数 1 1 0 ― ― ― 

 単位：人 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

利用人数 
見込み 129 98 94 91 84 81 

実績 121 91 86 ― ― ― 

 単位：人 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

利用人数 
見込み 129 103 99 96 89 86 

実績 106 84 74 ― ― ― 
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（11）子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター） 

育児の援助を依頼したい人と協力したい人が会員となって一時的、臨時的に有償で子どもを原則自

宅で預かる相互援助活動です。（就学児実績） 

事業の利用状況は、参観日や公的事業の援助が多く、個人の援助によるものについては、少数で

す。Ｒ３は新型コロナウイルス感染症対策の影響で参観日や公的事業の中止により、実績人数はなし

となっています。 

 

（12）実費徴収に係る補足給付を行う事業 

教材費や行事参加費など、教育・保育施設が保育料に上乗せ徴収を行う際に、実費負担の部分につ

いて低所得者の負担軽減を図るため、公費による補助を行うものです。令和元年 10 月より開始した

「幼児教育保育の無償化」に伴い実施しており、Ｒ３まで実績人数は１名で、見込み通りです。 

 

（13）多様な主体が本制度に参入することを促進するための事業 

多様な主体による特定教育・保育施設等の設置・運営を促進し、新規施設事業者が円滑に事業を実

施できるよう、新規施設等に対する支援、相談・助言、連携施設のあっせん等を実施するものです。 

 

新規事業者への情報提供や認可化に向けた支援を行います。 

  

 単位：人 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

利用人数 
見込み 17 20 19 18 17 16 

実績 24 0 1 ― ― ― 

 単位：人 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

利用人数 
見込み 1 1 1 1 1 1 

実績 1 1 1 ― ― ― 
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「園児のクラクションを鳴らす訓練」報告書 

 
１．目 的  福岡・静岡のバス置き去り事件を受けて、本市においても万一車内に閉じ込められた時

に、助けを求められるよう「クラクションを鳴らす訓練」を実施するとともに、自身の命

を守る手段を知らせることを目的とする。 

 

２．期 間  １０月１８日（火）室生こども園 

       １０月２０日（木）榛原幼稚園・榛原北保育園（３歳児） 

       １０月２４日（月）榛原東幼稚園・榛原北保育園（４．５歳児） 

       １０月３１日（月）菟田野こども園 

       １１月２１日（月）大宇陀こども園 

 

３．対 象  市内公立の幼稚園・こども園・保育園の３．４．５歳児  （ １１月８日現在） 

       ６園中５園実施済  ３歳児７２名・４歳児７４名・８３名 計２２９名実施 

 

４．内 容  バス（自家用車等）内で 1 人になったらどのようにして助けを求めるのかを子どもたちと

考えたり、「クラクション」はどこにあり、どこを押せば鳴るのかを実際のハンドルの写

真を見せながら、場所の確認をしたりして訓練を行った。また、気付いてもらえるまでク

ラクションを鳴らし続けるけることや、気付いてもらえたら窓ガラス等を叩き大きな声

で「たすけて」と叫ぶことも知らせた。 

       ※学年が下がるごとにクラクションを押す力も弱くなることも考え、ハンドルに座りお

尻で鳴らすことや、座席に立って全体重をかけて鳴らすこと、水筒等自分の持ち物を使

って鳴らす方法も知らせている。 

 

５．様 子  子どもたち自身、片手で押して無理なら両手を使って押したり、自らお尻を使って鳴らし

てみたりする姿が見られた。また、訓練前にみんなで「助けて」と大きな声で言えてもい

ざ 1 人になると、声が小さくなったり、言えなかったりする子どももいた。 

       ※3歳児の小さな子どもは、ハンドルに座ってもクラクションの所までお尻が届かない姿

も見られた。また、後ろ向きに座ることが不安定で恐々活動している様子も見られた。 

 

６．その他  桜井警察署からも訓練に参加下さり、「たすけて」と言うときは 1人のことが多い。頑張

って大きな声で言えるようにすること。また、「交通ルール」「バスの乗降について」等も

教えていただいた。 

 

７．成 果  保護者から「このような訓練をして頂けて良かった。」という声も聞かれた。子どもたち

からは、「ドキドキしたけれど鳴らせてよかった。」「初めてだけど上手く鳴らせて良かっ

た。」という感想とともに、訓練後、車で１人になったらどうする・・という問いかけに

も「クラクションを鳴らす」「助けてって言う。」言う返答があった。この経験が今後万一

の時に生きることを願う。 
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こども基本法（令和４年法律第 77 号）概要 
 

  〇日本国憲法及び児童の権利に関する条約の精神にのっとり、 

   ・次代の社会を担う全てのこどもが、生涯にわたる人格形成の基礎を築き、 

    自立した個人としてひとしく健やかに成長することができ、 

   ・こどもの心身の状況、置かれている環境等にかかわらず、その権利の擁護が図られ、 

    将来にわたって幸福な生活を送ることができる社会の実現を目指して、 

  〇こども施策を総合的に推進すること 

 

  〇「こども」……心身の発達の過程にある者 

  〇「こども施策」……①～③の施策その他のこどもに関する施策・これと一体的に講ずべき施策 

   ① 新生児期、乳幼児期、学童期及び思春期の各段階を経て、おとなになるまでの心身の

発達の過程を通じて切れ目なく行われるこどもの健やかな成長に対する支援 

   ② 子育てに伴う喜びを実感できる社会の実現に資するため、就労、結婚、妊娠、出産、

育児等の各段階に応じて行われる支援 

   ③ 家庭における養育環境その他のこどもの養育環境の整備 

 

  ① 全てのこどもについて、個人として尊重されること・基本的人権が保障されること・差

別的取扱いを受けることがないようにすること 

  ② 全てのこどもについて、適切に養育されること・生活を保障されること・愛され保護さ

れること等の福祉に係る権利が等しく保障されるとともに、教育基本法の精神にのっとり

教育を受ける機会が等しく与えられること 

  ③ 全てのこどもについて、年齢及び発達の程度に応じ、自己に直接関係する全ての事項に

関して意見を表明する機会・多様な社会的活動に参画する機会が確保されること 

  ④ 全てのこどもについて、年齢及び発達の程度に応じ、意見の尊重、最善の利益が優先し

て考慮されること 

  ⑤ こどもの養育は家庭を基本として行われ、父母その他の保護者が第一義的責任を有する

との認識の下、十分な養育の支援・家庭での養育が困難なこどもの養育環境の確保 

  ⑥ 家庭や子育てに夢を持ち、子育てに伴う喜びを実感できる社会環境の整備 

  〇 国、地方公共団体の責務 

  〇 事業主の努力（雇用環境の整備）・国民の努力（こども施策への関心と理解等） 

 

  〇 年次報告（白書） 

  〇 こども大綱の策定 
   （※少子化社会対策／子ども・若者育成支援

／子どもの貧困対策の既存の３法律の白

書・大綱と一体的に作成） 

  〇 施策に対するこども等の意見の反映 

  〇 支援の総合的・一体的提供の体制整備 

  〇 関係者相互の有機的な連携の確保 

  〇 この法律・児童の権利に関する条約の周知 

  〇 施策の充実及び財政上の措置等 

 

 

  〇 こども家庭庁にこども政策推進会議

を設置。以下の事務を担当。 

   ① 大綱の案を作成 

   ② こども施策の重要事項の審議・ 

     こども施策の実施を推進 

   ③ 関係行政機関相互の調整   等 

  〇 会議は、会長（内閣総理大臣）及び

委員（こども政策担当の内閣府特命担

当大臣・内閣総理大臣が指定する大臣）

をもって組織 

  施行期日 令和５年４月１日 

  検討 国は、この法律の施行後５年を目途として、法律の施行状況及びこども施策の実施

状況を勘案し、こども施策が基本理念にのっとって実施されているかどうか等の観点からそ

の実態を把握し及び公正かつ適切に評価する仕組みの整備その他の基本理念にのっとった

こども施策の一層の推進のために必要な方策について検討 

  ⇒法制上の措置その他の必要な措置を講ずる  

 
目 

的 

定 

義 

責
務
等 

基
本
理
念 
白
書
・
大
綱 

基
本
的
施
策 

こ
ど
も
政
策
推
進
会
議 

附 

則 
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こ
ど
も
政
策
の
新
た
な
推
進
体
制
に
関
す
る
基
本
方
針
の
ポ
イ
ン
ト

〜
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
を
⽬
指
す
こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設
〜

今
後
の
こ
ど
も
政
策
の
基
本
理
念

〇
常
に
こ
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
第
一
に
考
え
、
こ
ど
も
に
関
す
る
取
組
・
政
策
を
我
が
国
社
会
の
真
ん
中
に
据
え
て
（
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
）
、

こ
ど
も
の
視
点
で
、
こ
ど
も
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
環
境
を
視
野
に
⼊
れ
、
こ
ど
も
の
権
利
を
保
障
し
、
こ
ど
も
を
誰
一
⼈
取
り
残
さ
ず
、
健
や
か
な
成
⻑

を
社
会
全
体
で
後
押
し
。

〇
そ
の
た
め
の
新
た
な
司
令
塔
と
し
て
、
こ
ど
も
家
庭
庁
を
創
設
。

こ
ど
も
の
視
点
、
子
育
て
当
事
者

の
視
点
に
立
っ
た
政
策
立
案

 
こ
ど
も
は
保
護
者
や
社
会
の
支
え
を
受
け
な
が
ら
自
己
を
確
立
し
て
い
く
主
体
と
認
識
し
、
保
護
す
べ

き
と
こ
ろ
は
保
護
し
つ
つ
、
こ
ど
も
の
意
見
を
年
齢
や
発
達
段
階
に
応
じ
て
政
策
に
反
映
。
若
者
の
社

会
参
画
の
促
進
。

 
家
庭
が
基
盤
。
親
の
成
⻑
を
支
援
す
る
こ
と
が
こ
ど
も
の
よ
り
良
い
成
⻑
に
つ
な
が
る
。
子
育
て
当
事

者
の
意
見
を
政
策
に
反
映
。

全
て
の
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
⻑
、

W
el
l‐b

ei
ng
の
向
上

 
妊
娠
前
か
ら
、
妊
娠
・
出
産
、
新
⽣
児
期
、
乳
幼
児
期
、
学
童
期
、
思
春
期
、
⻘
年
期
の
一
連
の
成
⻑

過
程
に
お
い
て
、
良
質
か
つ
適
切
な
保
健
、
医
療
、
療
育
、
福
祉
、
教
育
を
提
供
。

 
安
全
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る
多
く
の
居
場
所
を
持
ち
な
が
ら
、
様
々
な
学
び
や
体
験
が
で
き
、
幸
せ
な

状
態
（

W
el
l‐b

ei
ng
）
で
成
⻑
で
き
る
よ
う
、
家
庭
、
学
校
、
職
域
、
地
域
等
が
一
体
的
に
取
り
組
む
。

誰
一
⼈
取
り
残
さ
ず
、

抜
け
落
ち
る
こ
と
の
な
い
支
援

 
全
て
の
こ
ど
も
が
、
施
策
対
象
と
し
て
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
当
事
者
と
し
て
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
参
画
で
き
る
よ
う
支
援
。

 
こ
ど
も
本
⼈
の
福
祉
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
我
が
国
社
会
の
持
続
可
能
性
に
も
資
す
る
と
の
認
識
。

こ
ど
も
や
家
庭
が
抱
え
る
様
々
な
複
合

す
る
課
題
に
対
し
、
制
度
や
組
織
に
よ
る

縦
割
り
の
壁
、
年
齢
の
壁
を
克
服
し
た

切
れ
目
な
い
包
括
的
な
支
援

 
こ
ど
も
の
困
難
は
、
こ
ど
も
の
要
因
、
家
庭
の
要
因
、
家
庭
内
の
関
係
性
の
要
因
、
環
境
の
要
因
等
、

様
々
な
要
因
が
複
合
的
に
重
な
り
合
っ
て
表
出
。
問
題
行
動
は
こ
ど
も
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
。
保
護
者
自
身

に
も
支
援
が
必
要
。

 
教
育
、
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
雇
用
な
ど
に
関
係
す
る
機
関
や
団
体
が
密
接
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
支
援
。

18
歳
な
ど
特
定
の
年
齢
で
一
律
に
区
切
る
こ
と
な
く
、
こ
ど
も
や
若
者
が
円
滑
に
社
会
⽣
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
伴
走
。

待
ち
の
支
援
か
ら
、
予
防
的
な
関
わ
り
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
こ
ど
も
・

家
庭
に
支
援
が
確
実
に
届
く
よ
う
プ
ッ
シ
ュ

型
支
援
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
に
転
換

 
地
域
に
お
け
る
関
係
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
⺠
間
団
体
等
が
連
携
し
て
、
こ
ど
も
に
と
っ
て
適
切
な
場
所

に
出
向
い
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
支
援
を
行
う
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
（
訪
問
支
援
）
の
充
実
。

 
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
プ
ッ
シ
ュ
型
の
情
報
発
信
の
充
実
。

デ
ー
タ
・
統
計
を
活
用
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
く
政
策
立
案
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
評
価
・
改
善
）

 
様
々
な
デ
ー
タ
や
統
計
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
か
ら
の
意
見
聴
取
な
ど
の
定
性
的
な
事
実
も

活
用
し
、
個
⼈
情
報
を
取
り
扱
う
場
合
に
あ
っ
て
は
こ
ど
も
本
⼈
等
の
権
利
利
益
の
保
護
に
も
十
分
に

配
慮
し
な
が
ら
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
き
多
面
的
に
政
策
を
立
案
し
、
評
価
し
、
改
善
。
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こ
ど
も
家
庭
庁
の
必
要
性
、
⽬
指
す
も
の

 
こ
ど
も
政
策
を
更
に
強
力
に
進
め
て
い
く
た
め
、
常
に
こ
ど
も
の
視
点
に

立
ち
、
こ
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
第
一
に
考
え
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

の
実
現
に
向
け
て
専
一
に
取
り
組
む
独
立
し
た
行
政
組
織
と
専
任
の
大
臣

が
必
要
。

 
新
た
な
行
政
組
織
と
し
て
、
こ
ど
も
が
、
自
立
し
た
個
⼈
と
し
て
ひ
と
し

く
健
や
か
に
成
⻑
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
ど
も

と
家
庭
の
福
祉
の
増
進
・
保
健
の
向
上
等
の
支
援
、
こ
ど
も
の
権
利
利
益

の
擁
護
を
任
務
と
す
る
こ
ど
も
家
庭
庁
を
創
設
。

 
こ
ど
も
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
教
育
は
文
部
科
学
省
の
下
で
充
実
。
こ

ど
も
家
庭
庁
と
文
部
科
学
省
が
密
接
に
連
携
。

こ
ど
も
家
庭
庁
の
基
本
姿
勢

①
こ
ど
も
の
視
点
、
子
育
て
当
事
者
の
視
点

こ
ど
も
や
若
者
の
意
見
を
年
齢
や
発
達
の
程
度
に
応
じ
て
政
策
に

反
映
。
子
育
て
当
事
者
の
意
見
を
政
策
に
反
映
。

②
地
方
自
治
体
と
の
連
携
強
化

現
場
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
先
進
的
な
取
組
を
横
展
開
し
、
必
要
に

応
じ
制
度
化
。
⼈
事
交
流
の
推
進
。
定
期
的
な
協
議
の
場
の
設
置
。

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
市
⺠
社
会
と
の
積
極
的
な
対
話
・

連
携
・
協
働

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
様
々
な
⺠
間
団
体
や
、
⺠
⽣
・
児
童
委
員
、
⻘
少
年
相

談
員
、
保
護
司
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
。
⺠
間
⼈
の
積
極
登
用
。

強
い
司
令
塔
機
能

 
内
閣
総
理
大
臣
の
直
属
の
機
関
と
し
て
、
内
閣
府
の
外
局
に
。

 
こ
れ
ま
で
別
々
に
担
わ
れ
て
き
た
司
令
塔
機
能
を
こ
ど
も
家
庭
庁
に
一
本
化
し
、
就
学
前
の
全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
の
保
障
や

全
て
の
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
を
主
導
す
る
。

 
各
省
大
臣
に
対
す
る
勧
告
権
等
を
有
す
る
こ
ど
も
政
策
を
担
当
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
を
必
置
化
。

 
別
々
に
運
営
さ
れ
て
き
た
総
理
を
⻑
と
す
る
閣
僚
会
議
を
一
体
的
に
運
営
。

 
別
々
に
作
成
・
推
進
さ
れ
て
き
た
大
綱
を
一
体
的
に
作
成
・
推
進
。

法
律
・
事
務
の
移
管
・
共
管
・
関
与

 
主
と
し
て
こ
ど
も
の
権
利
利
益
の
擁
護
、
こ
ど
も
や
家
庭
の
福
祉
・
保
健
等
の
支
援
を
目
的
と
す
る
も
の
は
移
管
。

 
こ
ど
も
の
権
利
利
益
の
擁
護
、
こ
ど
も
や
家
庭
の
福
祉
・
保
健
等
の
支
援
と
そ
れ
以
外
の
政
策
分
野
を
含
ん
で
い
る
も
の
は
共
管
。

 
国
⺠
全
体
の
教
育
の
振
興
等
を
目
的
と
す
る
も
の
は
、
関
係
府
省
庁
の
所
管
と
し
つ
つ
、
個
別
作
用
法
に
具
体
的
な
関
与
を
規
定

す
る
ほ
か
、
総
合
調
整
。

新
規
の
政
策
課
題
や
隙
間
事
案
へ
の
対
応

 
こ
ど
も
政
策
に
関
し
他
省
に
属
し
な
い
事
務
を
担
い
、
各
省
庁
の
間
で
抜
け
落
ち
る
こ
と
が
な
い
よ
う
必
要
な
取
組
を
行
う
と

と
も
に
、
新
規
の
政
策
課
題
に
取
り
組
む
。
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体
制
と
主
な
事
務

 
内
閣
総
理
大
臣
、
こ
ど
も
政
策
を
担
当
す
る
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
、
こ
ど
も
家
庭
庁
⻑
官
の
下
に
、
内
部
部
局
と
し
て
以
下
の
３
部
⾨
。

 
移
管
す
る
定
員
を
大
幅
に
上
回
る
体
制
を
目
指
す
。
地
方
自
治
体
職
員
や
⺠
間
⼈
材
の
積
極
登
用
。

成
育
部
門

 
妊
娠
・
出
産
の
支
援
、
⺟
子
保
健
、
成
育
医
療
等

•
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
産
前
産
後
か
ら
子
育
て
期
を
通
じ
た
支
援

•
産
後
ケ
ア
な
ど
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備

 
就
学
前
の
全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
の
保
障

•
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
（
「
３
施
設
」
）
、
家
庭
、
地
域
を
含
め
た
取
組
の

主
導
、
未
就
園
児
対
策

•
３
施
設
の
教
育
・
保
育
内
容
の
基
準
の
文
部
科
学
省
と
の
共
同
告
示

•
認
定
こ
ど
も
園
の
事
務
の
輻
輳
や
縦
割
り
の
改
善
（
施
設
整
備
費
の
一
本
化
等
）

 
相
談
対
応
や
情
報
提
供
の
充
実
、
全
て
の
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

•
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
充
実

•
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
児
童
館
や
⻘
少
年
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も
⾷
堂
、
学
習
支
援
の
場
な

ど
の
様
々
な
居
場
所
（
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
）
づ
く
り

•
児
童
手
当
の
支
給

 
こ
ど
も
の
安
全
（
性
的
被
害
の
防
止
、
事
故
防
止
、
予
防
の
た
め
の
死
亡
検
証

(Ｃ
Ｄ
Ｒ

) 等
）

支
援
部
門

 
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
こ
ど
も
や
家
庭
に
対
す
る
年
齢
や
制
度

の
壁
を
克
服
し
た
切
れ
目
な
い
包
括
的
支
援

•
地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
（
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会
、

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
）

•
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化

•
い
じ
め
防
止
及
び
不
登
校
対
策
（
文
部
科
学
省
と
連
携
）

等

 
社
会
的
養
護
の
充
実
及
び
自
立
支
援

 
こ
ど
も
の
貧
困
対
策
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援

 
障
害
児
支
援

 
こ
ど
も
の
視
点
・
子
育
て
当
事
者
の
視
点
に
立
っ
た
政
策
の
企
画
立
案
・
総
合
調
整

•
こ
ど
も
や
若
者
か
ら
意
見
を
聴
く
ユ
ー
ス
政
策
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
実
施
、
審
議
会
等
委
員
等
へ
の
こ
ど
も
・
若
者
の
参
画
促
進
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
意
見
聴
取

等
の
検
討

•
こ
ど
も
政
策
に
関
連
す
る
大
綱
を
一
体
的
に
作
成
・
推
進
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
関
連
計
画
の
策
定
支
援

•
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
に
関
す
る
取
組
を
主
体
的
に
実
施
（
外
務
省
と
連
携
）

 
必
要
な
支
援
を
必
要
な
⼈
に
届
け
る
た
め
の
情
報
発
信
や
広
報
等

 
デ
ー
タ
・
統
計
を
活
用
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策
立
案
と
実
践
、
評
価
、
改
善

•
こ
ど
も
や
若
者
の
意
識
調
査
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
少
子
化
対
策
に
関
す
る
調
査
研
究
の
充
実
、
関
連
す
る
国
会
報
告
（
法
定
白
書
）
の
一
体
的
な
作
成

•
こ
ど
も
や
家
庭
に
能
動
的
な
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
を
届
け
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
推
進
（
デ
ジ
タ
ル
庁
と
連
携
）

企
画
立
案
・
総
合
調
整
部
門

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 
令
和
５
年
度
の
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
創
設
。
次
期
常
会
に
法
案
提
出
。

 
「
こ
ど
も
に
関
す
る
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
等
に
基
づ
き
、
こ
ど
も
家
庭
庁

の
創
設
を
待
た
ず
に
で
き
る
こ
と
か
ら
速
や
か
に
実
施
。

こ
ど
も
政
策
を
強
力
に
進
め
る
た
め
の
安
定
財
源
の
確
保

 
国
⺠
各
層
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
社
会
全
体
で
の
費
用
負
担
の
在
り

方
を
含
め
、
幅
広
く
検
討
を
進
め
、
確
保
に
努
め
て
い
く
。

 
応
能
負
担
や
歳
⼊
改
革
、
企
業
を
含
め
社
会
・
経
済
の
参
加
者
全
員

が
広
く
負
担
し
て
い
く
新
た
な
枠
組
み
の
検
討
。
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こ
ど
も
政

策
に
関

わ
る
各

府
省

大
臣

こ
ど
も
家

庭
庁

こ
ど
も
政

策
担

当
大

臣

内
閣

総
理
大
臣

○
各
府

省
庁

に
分
か
れ
て
い
る
こ
ど
も
政
策

に
関
す
る
総
合

調
整

権
限
を
一
本

化
・青

少
年

の
健
全

な
育
成
及

び
子

ど
も
の
貧

困
対

策
【内

閣
府
政
策

統
括
官

（政
策
調
整

）
】

・少
子

化
対
策
及

び
子

ど
も
・子

育
て
支
援

【内
閣

府
子

ど
も
・
子
育

て
本
部
】

・犯
罪

か
ら
子

ど
も
を
守

る
取
組

【
内
閣
官
房
】

・児
童

虐
待
防
止
対

策
【厚

生
労
働
省
】

・児
童

の
性
的
搾
取
対
策

【
国
家
公
安
委
員
会

・
警
察
庁
】

○
今

ま
で
司
令
塔

不
在

だ
っ
た
就

学
前

の
こ
ど
も
の
育

ち
や
放

課
後

の
こ
ど
も
の
居

場
所
に
つ
い
て
も
主

導
〇

こ
ど
も
や
子

育
て
当

事
者

、
現

場
（
地

方
自

治
体

、
支

援
を
行

う
民

間
団

体
等

）
の
意

見
を
政

策
立

案
に

反
映

す
る
仕

組
み
の
導
入

（
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
各

府
省

所
管

事
務
へ
の
関
与

）

幼
稚

園
教
育
要
領

・
保
育

所
保
育
指
針

を
相
互
に
協
議
の
上

共
同
で
策
定

＜
内
閣

府
＞

○
政
策

統
括

官
（政

策
調
整

担
当

）
が
所

掌
す
る
子
ど
も
・
若

者
育
成

支
援

及
び
子

ど
も
の
貧

困
対

策
に

関
す
る
事
務

○
子
ど
も
・
子

育
て
本

部
が
所

掌
す
る
事

務
＜
文
部

科
学

省
＞

○
総
合

教
育

政
策
局

が
所

掌
す
る
災
害

共
済

給
付

に
関
す
る
事

務
＜
厚
生

労
働

省
＞

○
子
ど
も
家
庭

局
が
所

掌
す
る
事
務

（
婦
人

保
護

事
業
を
除
く
。
）

○
障
害

保
健

福
祉
部

が
所

掌
す
る
障
害

児
支

援
に
関
す
る
事

務

性
的
被

害
の
防

止
、
Ｃ
Ｄ
Ｒ
の
検
討

、
プ
ッ
シ
ュ
型
支

援
を
届
け
る
デ
ジ
タ
ル
基
盤

整
備

等

司
令

塔
機

能

各
府

省
か
ら
移

管
さ
れ
る
事

務

新
た
に
行

う
・
強

化
す
る
事

務

文
部

科
学

省

総
合

調
整

権
限
に

基
づ
く勧

告

そ
の
他
の
府

省

〇
幼

児
教
育

の
振

興

〇
学

校
に
お
け
る
い
じ
め
防

止
、

不
登
校

対
策

〇
教
育
の
振
興

〇
学
校

教
育

の
振
興

（
制

度
、
教

育
課

程
、
免

許
、

財
政

支
援
な
ど
）

い
じ
め
重
大
事
態
に

係
る
情
報
共
有
と
対

策
の

一
体

的
検
討

厚
生

労
働

省

〇
医
療

の
普

及
及
び
向
上

〇
労
働

者
の
働
く
環

境
の
整

備

医
療

関
係
各
法
に
基
づ
く

基
本

方
針
等
の
策
定
に

お
け
る
関
与

こ
ど
も
家
庭

庁
の
組

織
・
事
務

・権
限
に
つ
い
て
（
イ
メ
ー
ジ
）

○
内

閣
府

の
外
局

と
し
て
設

置
○

令
和

５
年
度

の
で
き
る
限

り
早

期
に
設
置

○
内

部
組
織

は
、
司
令
塔

部
門
、
成
育
部

門
、
支

援
部
門

の
３
部

門
体
制

（
移
管

す
る
定

員
を
大

幅
に
上

回
る
体
制

を
目
指

す
）

※
CD

R
：
こ
ど
も
の
死
亡
の
原
因
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
分
析
・
活
用
な
ど
の
予
防
の
た
め
の
こ
ど
も
の
死
亡
検
証

（
参
考
１
）
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こ
ど
も
家
庭

庁
の
創

設
に
つ
い
て
（イ

メ
ー
ジ
）

こど
も
家
庭
庁
の
創
設
に
よ
り、

〇
こど
も
と家

庭
の
福
祉
・保
健
そ
の
他
の
⽀
援
、こ
ども
の
権
利
利
益
の
擁
護
を
⼀
元
化

〇
年
齢
や
制
度
の
壁
を
克
服
した
切
れ
⽬
な
い
包
括
的
⽀
援
を
実
現

〇
就
学
前
の
育
ち
の
格
差
是
正

〇
こど
も
・⼦
育
て
当
事
者
の
視
点
に
⽴
った
政
策
の
実
現
（
プ
ッシ
ュ型

情
報
発
信
、伴

⾛
型
⽀
援
）

妊 産 婦 支 援 ︵ 産 後 ケ ア 含 む ︶

困
難
な
状
況
に
あ
る
こど
も
支
援
（
児
童
虐
待
、貧
困
、ひ
とり
親
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、障
害
児
、⾼

校
中
退
、⾮

⾏
等
）

妊 娠 相 談 ・ 支 援
こど
も
の
居
場
所

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、こ
ども
⾷
堂
、学

習
支
援
の
場
、⻘
少
年
セ
ン
タ
ー
等
）

こど
も
の
心
の
ケ
ア

子 育 て 支 援

︵ 未 就 園 児 ︶

妊
娠
前

乳
幼
児
期
（
〜
5歳

）
学
齢
期
以
降
（
6歳

〜
）

妊
娠
期

〜
産
後

18
歳

以
降

幼
稚
園

（
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）

義
務
教
育

（
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）

⾼
校
教
育

（
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）
大
学
等

児
童
手
当
（
15
歳
ま
で
）

こど
も
の
安
全
（
事
故
防
止
、災

害
共
済
給
付
、性

被
害
防
止
等
）

⺟
子
保
健

こど
も
の
居
場
所
づ
くり
指
針

こど
も
に
対
す
る
医
療

周
産
期
医
療

厚
労

省

厚
労

省

厚
労

省

厚
労

省
内

閣
府

内
閣

府
内

閣
府

内
閣

府

新
規

厚
労

省

厚
労

省
内

閣
府

厚
労

省
厚

労
省

・
文

科
省

厚
労

省
警

察
庁

・
法

務
省

と
連

携

消
費

者
庁

・
内

閣
府

文
科

省
新

規

認
定
こど
も
園

保
育
所

内
閣

府
※

文
科

省
・

厚
労

省
と

共
管

厚
労

省

就
学
前
こど
も
育
ち
指
針

新
規

（
参
考
２
）

い
じめ
・不
登
校

文
科

省
と

連
携
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こ
ど
も
家

庭
庁

設
置

に
伴

う
民

生
委

員
・
児
童

委
員

制
度

の
関

係
整

理
に
つ
い
て

（
別

添
２
）

〇
児

童
委

員
・
主

任
児

童
委

員
制

度
は
こ
ど
も
家

庭
庁

に
移

管
。
民

生
委

員
制

度
は
引

き
続

き
厚

生
労

働
省

が
所

管
。

・
こ
ど
も
家

庭
庁

の
創

設
に
よ
り
、
民

生
委

員
は
厚
生

労
働
省

、
児

童
委

員
は
こ
ど
も
家

庭
庁

が
所

管
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
地

域
で
御

活
躍

い
た
だ
い
て
い
る
民
生

委
員
・
児

童
委

員
の
業

務
や
役

割
に
変

更
が
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
。

〇
民

生
委

員
・
児

童
委

員
の
委

嘱
、
主

任
児

童
委

員
の
指

名
は
、
引

き
続

き
厚

生
労

働
大

臣
が
行

う
。
（
法

律
改

正
な
し
）

・
こ
ど
も
家

庭
庁

の
創
設

後
も
、
民

生
委

員
・児

童
委
員

の
地
域

で
の
一
体

的
な
活
動

に
支

障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
民
生

委
員
・
児

童
委

員
の
委

嘱
、
主

任
児
童

委
員
の
指

名
を
引

き
続

き
厚

生
労
働

大
臣
か
ら
行

う
。
ま
た
、
民

生
委

員
・
児

童
委

員
の
選

任
要
領

を
変

更
す
る
予

定
は
な
い
。

・
民

生
委

員
・
児

童
委

員
の
推

薦
や
委
嘱

・解
嘱

、
主

任
児

童
委
員

の
指
名

の
事
務

に
つ
い
て
は
、
社

会
・
援
護

局
か
ら
地

方
厚

生
局

を
通

じ
て
自

治
体

に
連

絡
・
調

整
し
て
い
る
が
、
こ
ど
も
家

庭
庁

の
設
置

後
に
こ
れ
ら
の
事

務
の
流

れ
を
変

更
す
る
予

定
は
な
い
。

・
表

彰
の
事

務
手

続
き
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
り
、
こ
ど
も
家
庭

庁
創
設

後
も
児

童
委

員
・主

任
児
童

委
員
含

め
厚

生
労

働
大

臣
か
ら
表

彰
す
る
。

〇
民

生
委

員
法

及
び
児

童
福

祉
法

に
連

携
規

定
を
新

設
。

○
全

民
児
連

・
厚
生

労
働
省

・
こ
ど
も
家
庭

庁
三

者
間
の
緊

密
な
連

携
の
推
進

。

・
各

地
域

で
懸

念
や
支
障

が
生

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
関

係
者
の
皆

様
の
ご
意

見
も
お
伺
い
し
な
が
ら
、
全
民

児
連
と
厚

生
労
働

省
、
こ
ど
も

家
庭

庁
の
三

者
で
適

時
情

報
共
有

・意
見

交
換

を
行

う
な
ど
、
緊

密
に
連

携
し
て
い
く。

・
民

生
委
員
法
（
昭
和
二

十
三

年
法

律
第
百

九
十

八
号

）（
抄
）

第
五

条
民
生
委

員
は
、
都
道

府
県

知
事

の
推

薦
に
よ
つ
て
、
厚
生

労
働

大
臣

が
こ
れ
を
委

嘱
す
る
。

・
児

童
福
祉
法
（
昭
和
二

十
二

年
法

律
第
百

六
十

四
号

）（
抄
）

第
十

六
条

市
町

村
の
区
域

に
児
童

委
員

を
置

く
。

②
民
生
委
員

法
(昭

和
二

十
三

年
法

律
第

百
九
十

八
号

)に
よ
る
民

生
委

員
は
、
児
童

委
員

に
充

て
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

③
厚
生
労
働

大
臣

は
、
児

童
委

員
の
う
ち
か
ら
、
主
任

児
童

委
員

を
指

名
す
る
。

こ
ど
も
家

庭
庁
設

置
法

の
施

行
に
伴

う
関

係
法

律
の
整

備
に
関
す
る
法

律
（抄

）

・
民

生
委
員
法

第
二

十
八

条
厚

生
労
働
大

臣
は
、
こ
の
法

律
の
運

用
に
当

た
つ
て
は
、
内

閣
総
理

大
臣

の
協

力
を
求

め
る
も
の
と
す
る
。
（
新

設
）

・
児

童
福
祉
法

第
十

八
条
二

の
二

内
閣
総

理
大
臣

及
び
厚

生
労

働
大

臣
は
、
児

童
委

員
の
制

度
の
運
用

に
当

た
つ
て
は
、
必

要
な
情

報
交

換
を
行

う
等

相
互

に
連
携
を

図
り
な
が
ら
協
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（新

設
）

-20-



令和 3 年度「宇陀市こども食堂」事業報告 
 
 
１．事業報告       4 月 7 日 市長との意見交換会開催 

              5 月 1 日 広報うだ掲載 特集ページ 

                ９月 市こども食堂運営支援補助金交付要綱制定 

               １０月 市ホームページ掲載 

             10 月 27 日 こども食堂開設セミナー開催 

                3 月 令和 3 年度運営支援補助金交付 

２．登録団体 

No. こども食堂名称 運営団体名称 主な活動エリア 

1 ときわぎキッチン 天理教常盤木分教会 宇陀市大宇陀 

2 山の子キッチン 部落解放同盟岩崎支部  宇陀市菟田野 

3 榛原スマイルこども食堂 榛原スマイル子ども食堂 宇陀市榛原 

4 アットホームＹＡＭＡＴＯ YAMATO NPO 法人 大和の心を育む会  宇陀市大宇陀 

5 宝ん家(たからんち) 特定非営利活動法人 うだ夢創の里 宇陀市室生 

6 雲の上子ども食堂 雲の上子ども食堂運営委員会 宇陀市榛原 

３．市こども食堂運営支援補助金交付状況 

No. 実施団体名 実施回数 
参加者 

市補助金 
こども 大人 合計 

1 ときわぎキッチン 12 回 1,104 人 396 人 1,500 人 120,000 円 

2 榛原スマイルこども食堂 3 回 188 人 52 人 240 人 27,600 円 

3 アットホームＹＡＭＡＴＯ 4 回 46 人 58 人 104 人 9,200 円 

合計 19 回 1,338 人 506 人 1,844 人 156,800 円 

４．補助団体の収入の状況 

費目 市補助金 その他補助金 参加費 その他 合計 

収入額 156,800 円 120,000 円 328,400 円 5,000 円 610,200 円 

割合 25.7% 19.7% 53.8% 0.8%  

５．支出の状況 

費目 食材費 事務費 光熱費 備品 賃借料 合計 自己資金 

支出額 405,943 円 165,489 円 42,000 円 11,880 円 27,145 円 652,457 円 652,457 円 

割合 62.2% 25.4% 6.4% 1.8% 4.2%  106.9% 
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宇

陀
市
こ

ど
も

食
堂

運
営
支
援

補
助

金
交

付
要
綱
 

 （
趣

旨
）

 

第
１

条
 

こ
の

告
示

は
、
子

ど
も

を
健

や
か

に
育

成
す

る
た

め
の

環
境

整
備

の
推

進
を

図
る

た
め

、
こ

ど
も

食
堂

を
運

営
す

る
団

体
に

対
し

て
予

算
の

範
囲

内
に

お
い

て
補

助
金

を
交

付
す

る
こ

と
に

関
し

必
要

な
事

項
を

定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
（

定
義

）
 

第
２

条
 

こ
の

告
示

に
お

い
て

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
用

語
の

意
義

は
、

当
該

各
号

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
 

 
⑴

 
子

ど
も

 
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

法
（

平
成

２
４

年
法

律
第

６
５

号
）

第
６

条
第

１
項

に
規

定
す

る
者

を
い

う
。

 

 
⑵

 
こ

ど
も

食
堂

 
食

事
や

学
習

、
地

域
住

民
と

の
交

流
な

ど
を

通
し

て
子

ど
も

が
安

心
し

て
過

ご
せ

る
居

場
所

づ
く

り

を
推

進
す

る
取

組
を

い
う

。
 

（
補

助
対

象
団

体
）

 

第
３

条
 

補
助

金
の

交
付

の
対

象
と

な
る

団
体
（

以
下
「

補
助

対
象

団
体

」
と

い
う

。
）
は

、
市

内
で

こ
ど

も
食

堂
を

運
営

す

る
団

体
の

う
ち

、
次

の
各

号
の

い
ず

れ
に

も
該

当
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 
⑴

 
暴

力
団

（
暴

力
団

員
に

よ
る

不
当

な
行

為
の

防
止

等
に

関
す

る
法

律
（

平
成

３
年

法
律

第
７

７
号

）
第

２
条

第
２

号

に
規

定
す

る
暴

力
団

を
い

う
。
）
、
暴

力
団

員
（

同
条

第
６

号
に

規
定

す
る

暴
力

団
員

を
い

う
。

以
下

こ
の

号
に

お
い

て

同
じ

。
）

又
は

暴
力

団
員

と
社

会
的

に
非

難
さ

れ
る

べ
き

関
係

を
有

す
る

団
体

で
は

な
い

こ
と

。
 

 
⑵

 
政

治
活

動
、

宗
教

活
動

及
び

営
利

を
目

的
と

し
な

い
団

体
で

あ
る

こ
と

。
 

（
補

助
対

象
事

業
）

 

第
４

条
 

補
助

金
の

交
付

の
対

象
と

な
る

事
業

は
、
次

に
掲

げ
る

要
件

を
全

て
満

た
す

こ
ど

も
食

堂
の

運
営

に
係

る
事

業
と

す
る

。
 

⑴
  

 
原

則
と

し
て

、
こ

ど
も

食
堂

の
運

営
を

１
年

以
上

継
続

し
、

か
つ

、
年

間
３

回
以

上
行

う
予

定
で

あ
る

こ
と

。
 

 
⑵

 
１

回
当

た
り

１
０

食
以

上
の

食
事

を
提

供
で

き
る

体
制

が
構

築
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

 
⑶

 
常

時
責

任
者

を
配

置
し

、
安

全
に

配
慮

し
て

実
施

す
る

こ
と

。
 

 
⑷

 
食

事
の

提
供

に
当

た
り

、
食

中
毒

、
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

等
へ

の
対

策
及

び
対

応
を

行
う

体
制

が
構

築
さ

れ
て

い
る

こ

と
。

 

（
補

助
対

象
経

費
及

び
補

助
金

の
額

）
 

第
５

条
 

補
助

金
の

交
付

の
対

象
と

な
る

経
費

は
、
こ

ど
も

食
堂

に
お

い
て

子
ど

も
に

提
供

す
る

食
事

に
要

す
る

経
費

で
あ

っ
て

、
１

食
に

つ
き

２
０

０
円

と
し

、
１

会
計

年
度

１
２

万
円

を
上

限
と

す
る

。
 

（
補

助
金

の
交

付
申

請
）

 

第
６

条
 

補
助

対
象

団
体

は
、
補

助
金

の
交

付
を

受
け

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
宇

陀
市

こ
ど

も
食

堂
運

営
支

援
補

助
金

交
付

申
請

書
（

様
式

第
１

号
）

に
次

に
掲

げ
る

書
類

を
添

え
て

市
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

⑴
 

事
業

計
画

書
（

様
式

第
２

号
）

 

⑵
 

収
支

予
算

書
（

様
式

第
３

号
）

 

⑶
 

誓
約

書
（

様
式

第
４

号
）

 

⑷
 

そ
の

他
市

長
が

必
要

と
認

め
る

も
の

 

 
（

補
助

金
の

交
付

決
定

）
 

第
７

条
 

市
長

は
、

前
条

の
規

定
に

よ
る

申
請

が
あ

っ
た

と
き

は
、
そ

の
内

容
を

審
査

し
、

補
助

金
の

交
付

の
可

否
を

決
定

し
、

宇
陀

市
こ

ど
も

食
堂

運
営

支
援

補
助

金
交

付
（

不
交

付
）

決
定

通
知

書
（

様
式

第
５

号
）

に
よ

り
申

請
者

に
通

知
す

る
も

の
と

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

市
長

は
、

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
と

き
は

、
条

件
を

付
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

 
（

概
算

払
）

 

第
８

条
 

市
長

は
、

補
助

金
の

交
付

決
定

を
し

た
場

合
に

お
い

て
、
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

と
き

は
、
補

助
金

を
概

算
払

に

よ
り

支
払

う
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

前
条

の
規

定
に

よ
り

補
助

金
の

交
付

決
定

を
受

け
た

補
助

対
象

団
体
（

以
下
「

補
助

団
体

」
と

い
う

。
）
は

、
前

項
の

概

算
払

を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

は
、
宇

陀
市

こ
ど

も
食

堂
運

営
支

援
補

助
金

概
算

払
請

求
書

（
様

式
第

６
号

）
を

市
長

に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
実

績
報

告
）

 

第
９

条
 

補
助

団
体

は
、
そ

の
事

業
が

完
了

し
た

と
き

は
、
補

助
金

の
交

付
決

定
の

あ
っ

た
日

の
属

す
る

年
度

の
末

日
ま

で

に
、

実
績

報
告

書
（

様
式

第
７

号
）

に
次

に
掲

げ
る

書
類

を
添

え
て

、
市

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
⑴

 
収

支
決

算
書

（
様

式
第

８
号

）
 

 
⑵

 
こ

ど
も

食
堂

を
実

施
し

た
こ

と
が

確
認

で
き

る
写

真
 

 
⑶

 
そ

の
他

市
長

が
必

要
と

認
め

る
も

の
 

（
補

助
金

の
額

の
確

定
）

 

第
１

０
条

 
市

長
は

、
前

条
の

実
績

報
告

書
を

受
理

し
た

と
き

は
、

そ
の

内
容

を
審

査
し

、
適

当
と

認
め

た
と

き
は

、
補

助

金
の

交
付

の
額

を
確

定
し

、
宇

陀
市

こ
ど

も
食

堂
運

営
支

援
補

助
金

交
付

額
確

定
通

知
書
（

様
式

第
９

号
）

に
よ

り
通

知

す
る

も
の

と
す

る
。

 

（
補

助
金

の
精

算
）

 

第
１

１
条

 
第

８
条

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
概

算
払

の
請

求
を

し
た

補
助

団
体

は
、
宇

陀
市

こ
ど

も
食

堂
運

営
支

援
補

助
金

概
算

払
精

算
書

（
様

式
第

１
０

号
）

を
市

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
補

助
金

の
交

付
請

求
及

び
交

付
）

 

第
１

２
条

 
第

１
０

条
に

規
定

す
る

通
知

を
受

け
た

補
助

団
体

は
、
補

助
金

の
交

付
の

請
求

を
し

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
宇

陀
市

こ
ど

も
食

堂
運

営
支

援
補

助
金

交
付

請
求

書
（

様
式

第
１

１
号

）
を

市
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 

市
長

は
、

前
項

に
規

定
す

る
請

求
書

を
受

理
し

た
と

き
は

、
速

や
か

に
補

助
金

を
交

付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

３
 

市
長

は
、
概

算
払

に
よ

り
補

助
金

を
交

付
し

た
場

合
に

お
い

て
、
前

条
に

規
定

す
る

精
算

書
を

受
理

し
た

と
き

は
、
当

該
概

算
払

を
し

た
補

助
金

を
精

算
し

て
補

助
金

を
交

付
す

る
。

 

（
指

示
及

び
検

査
）

 

第
１

３
条

 
市

長
は

、
補

助
団

体
に

対
し

、
必

要
な

指
示

を
し

、
又

は
書

類
、

帳
簿

等
の

検
査

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

 

（
補

助
金

の
交

付
決

定
の

取
消

し
）

 

第
１

４
条

 
市

長
は

、
補

助
団

体
が

次
の

各
号

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

と
き

は
、
補

助
金

の
交

付
決

定
の

全
部

又
は

一
部

を
取

り
消

す
こ

と
が

で
き

る
。

 

⑴
 

第
７

条
の

規
定

に
よ

り
市

長
が

付
し

た
条

件
に

違
反

し
た

と
き

。
 

⑵
 

前
条

の
規

定
に

よ
る

市
長

の
指

示
に

従
わ

な
か

っ
た

と
き

、
又

は
検

査
を

拒
み

、
若

し
く

は
妨

げ
た

と
き

。
 

⑶
 

偽
り

そ
の

他
不

正
の

手
段

に
よ

り
補

助
金

の
交

付
を

受
け

た
と

き
。

 

⑷
 

前
３

号
に

掲
げ

る
も

の
の

ほ
か

、
市

長
が

不
適

当
と

認
め

る
と

き
。

 

（
補

助
金

の
返

還
）

 

第
１

５
条

 
市

長
は

、
前

条
の

規
定

に
よ

り
補

助
金

の
交

付
を

取
り

消
し

た
場

合
に

お
い

て
、
補

助
団

体
に

対
し

既
に

交
付

し
た

補
助

金
が

あ
る

と
き

は
、

期
限

を
定

め
て

そ
の

全
部

又
は

一
部

の
返

還
を

命
ず

る
こ

と
が

で
き

る
。
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ときわぎキッチン
「子供達に笑顔と元気を届けたい」

子供から大人まで楽しく食事が出来る地域交流型の「こども食
堂」です。近年、全国各地で広まりつつあるこどもの居場所作
り。私たちのこども食堂では単に食事を提供するだけでなく、
こどもから大人まで互いに心を通わせる地域交流の場としても
活動しています。毎月一度の開催日には子供達の笑顔であふれ
ます。コロナ禍の現在は手作り弁当を天理教常盤木分教会で調
理し、大宇陀小学校で配布しています。お陰様でその輪が広が
り、毎月宇陀市内から180食近くの注文を頂くようになりまし
た。また、ボランティアの方々も榛生昇陽高校の学生をはじめ
幅広い世代の方々がお手伝いに来て下さっています。

活動状況

日付 場所 大人 こども 計 内容 備考

4月14日 大宇陀小学校 22 82 104 お弁当配布

5月19日 大宇陀小学校 33 111 144 お弁当配布

6月23日 大宇陀小学校 36 101 137 お弁当配布

7月14日 大宇陀小学校 39 106 145 お弁当配布

8月11日 常盤木分教会 30 71 101 カレー食堂

9月22日 大宇陀小学校 33 91 124 お弁当配布

10月20日 大宇陀小学校 31 87 118 お弁当配布

11月17日 大宇陀小学校 35 96 131 お弁当配布

12月15日 大宇陀小学校 31 87 118 お弁当配布

2月2日 大宇陀小学校 40 101 141 お弁当配布

2月16日 大宇陀小学校 40 101 141 お弁当配布

3月16日 大宇陀小学校 26 70 96 お弁当配布

合計 396 1,104 1,500
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活動状況
毎回、寄せられる励ましのメッセージにもやりが
いを感じます。その一部を紹介します。

【２年前、得たいの知れないコロナに世界中が怯
え、休校になったり、お店が閉まったり。私も家
に巣籠もりして、外出がこわくなって、でもそん
な中、子ども食堂のお弁当に出逢ったのを覚えて
います。毎日必死にご飯をつくり、毎日家のなか
で怒ったりして、そんな、大人のストレスを受け
て過ごしていた頃でした。お弁当を受けとりに
いったとき、ときわぎキッチンの皆さんの笑顔、
（人を出迎える心）に、電気が走ったような感覚
でした。恐れる気持ちはみんな同じなのに、そこ
に火を灯すような心遣いで、家族で本当においし
くよばれたのを、今でも覚えています。今日、い
ただいたとき、私はいつも以上に、子供たちに伝
えました。

【次項につづく】

活動状況
『コロナでみんなに元気を出してもらおうとして、
朝からときわぎキッチンの方々が一生懸命作って
くれはったんやで』と。子供たちも、いつもより
も『残さずに食べようとする』姿がみえました。
子ども食堂は、食育にもつながるんやなぁと感謝
しています。お金では買えない、優しさが何より
も勇気付けられました。毎日、感染者数を聞いて、
暗い気持ちになりそうですが、ときわぎキッチン
の皆さんのように、明るく前を向いて歩む姿を子
供たちに見せたいです。本当にありがとうござい
ました！どうか、みんな健康でコロナ禍を乗り越
えられますように】

こうしたメッセージにスタッフも励まされています。
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活動状況

ひとこと
昨年夏休みに開催した特別企画こども
食堂フェスティバルでは、天理教常盤
木分教会で一堂に会しての会食を開催
しました。コロナの感染対策や密を避
けるための工夫に尽力しましたが、大
勢の人が集まるとどうしても不安を感
じさせてしまう懸念があります。参加
する方々だけでなく、その地域の方々
にも配慮が必要であると深く感じまし
た。そこで、今年の夏休みは会場を変
え、市外のキャンプ場を利用したこと
で、安全な屋外で安心してこども食堂
フェスティバルを開催できました。子
ども達も調理に参加し、食育の機会に
もつながったと思います。

-26-



 

宇陀市社会福祉協議会 

児童発達支援事業所 にじいろこあら（２０２２．４．１〜） 

 

【宇陀市委託事業：プチこあら】   未受診・発達不安 

  毎年６⽉スタート ⽉に１〜２回         ４⽉スタート ⽉に３回 

 

          〜２０２２．３．３１まで    ２０２２．４．１から 

【宇陀市委託事業：療育教室】        【児童発達支援事業】 

     ２歳児〜５歳児                  ２歳児〜５歳児 

      にじいろこあら                  にじいろこあら 

     受診 必要                      受診・受給者証 必要 

小集団療育                小集団療育 

２歳児：⽉３回                   ２歳児：⽉３回 

３〜５歳児：⽉２回                 ３〜５歳児：⽉４回 

 

                     個別療育 

                             ２〜５歳児：⽉１回程度 
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